
            

事業場内にある売店、カフェ、社員食堂での廃棄物発生抑制の実施 

社員の環境配慮型ライフスタイルを推進して廃棄物減量 

取組の概要 

 

取組の意図、目的、始めたきっかけなど 

▮ 売店でのレジ袋の不使用 

パイオニア本社では、社員の環境配慮型ライフスタイルの普及を推進して

います。そのひとつとして社内にある売店ではレジ袋を使用していません。

どうしても袋が必要な場合は、マイバッグの貸出を行っています。 

▮ カフェでのマイカップ使用の促進 

また、マイカップの普及にも取り組んでいます。社内にあるカフェで飲料

のテイクアウト時、マイカップを持参した方に特典をつけており、この取

組により社内でマイカップを習慣的に使用する社員が増えました。それに

伴い、飲料用の紙カップの廃棄量が大きく減りました。 

▮ ワークライフバランスの推進でごみも減量 

昼食と夕食を提供する社員食堂では、当日の出社人数から食堂利用人数を

推測した数の食事を準備することで食品残さを限りなく減らすよう取り組

んでいます。また、部署ごとに昼休み開始時間に時間差をつけ、食堂で並

ぶことなく快適に食事を取れるよう配慮するとともに、週に１日ノー残業

デーを設け、その日は食堂では夕食の提供をやめて早い時間での退社を促

し、社員のワークライフバランスの推進にも取り組んでいます。 
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（取組の意図、目的） 

環境負荷低減のため、廃棄物の発生抑制に取組んでいます。 

↑売店の写真 

↑マイカップ使用による特典の表示（レジ横に設置） 

↑事業場外観 

２０１１年４月更新 

取組のポイント 

本業以外の部分で排出される廃棄物についても、減量の方法にはさまざま

なアプローチがあります。ひひととつつひひととつつのの減減量量のの効効果果はは小小ささくくとともも、、積積みみ

重重ねねてていいくくここととにによよっってて、、大大ききななごごみみ減減量量ににつつななががりりまますす。 

また、レジ袋の不使用、マイカップの習慣的な使用など、普段の生活にお

けるごみの減量にもつながり、環環境境にに配配慮慮さされれたたラライイフフススタタイイルルがが推推進進ささ

れれてていいまますす。 


